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  研修４日目。語学学校での研修は折り返しを迎えました。朝のカフェテリアでは慣れた顔つきで食事をす

る姿が見られます。徐々に留学生と食事をする生徒さんが決まってきました。トレーを持って英語でお喋りを

する人がいる一方で、残念ながら日本人同士で固まって日本語でお喋りをしている姿も見られます。 

 レッスンの後、本日はマサチューセッツ工科大学（MIT）を訪問しました。キャンパスツアーをしてくださ

ったのは、MIT の大学院生である吉永氏です。吉永氏は、渋谷教育学園幕張高校を卒業後、東京大学工学部

化学生命工学科に進学され、その後 MIT の大学院で Department of Chemistry を専攻されました。現在は

Luminescent Solar Concentrator（小型化したソーラーパネルの研究に）取り組まれています。お会いして

すぐ、MIT の芝生に腰を下ろし、自己紹介をして頂きました。ご自身の経歴、なぜ海外留学をしようと考え

たのか、なぜボストンを選んだのか。気さくに話しかけてくださる姿に、少し緊張気味だった生徒さんの表情

も徐々に和らいできました。MIT 名物の「無限の廊下」（一年のうち数日だけ、216ｍの廊下に太陽の光が差

し込みます）を通って、次はドームに向かいました。対岸にボストンのダウンタウンを眺めながら、しばしの

写真撮影タイムです。わずかな時間でしたが、吉永氏の周囲には質問を心待ちにしていた生徒さんが集まりま

す。勉強のこと、スポーツのこと、ワールドカップのこと（ツアーの最中にちょうど試合が行われていました）。

聞きたいことが止まりません。メディアラボ、スタタセンター、ハック（いたずら）で使われたタクシーを巡

り、教室に入って質疑応答が始まりました。吉永氏は日本とアメリカの大学（院）の違いについて説明されま

した。HVD 大学のような有名私立大学では、年間の授業料が 300 万円を超えます。しかし、吉永氏は財団か

ら奨学金をもらっていること、研究をすることで給与が発生していることを説明されました。これには一同驚

きを隠せません。「アメリカに進学することが全てではないけれど、日本の大学に進学してから海外の大学院

に進むことも視野に入れると世界が広がる。」と話されました。名残惜しく MIT を後にして、最寄り駅に戻り

ました。本日はここで解散です。グループ毎に、この二日間で乗りなれた（であろう）地下鉄を使って自分達

だけで寮まで戻ります。門限までに全員が帰宅出来るかどうか、先生方と祈るような思いで待ちました。結果

は、無事ほぼ全員が時間通りに帰ってくることが出来ました。（寮に帰って来たものの、集合場所に遅れて集

まった生徒さんが１いたのが残念です） 

 夕食の後のイブニングアクティビティは、ショッピングとダンスパーティーでした。昨日 Hip-Hop を踊っ

た生徒もいましたが、本日は留学生とともに Youtube を見ながら踊りました。パーティーの序盤は様子を見

ながら全く踊ろうとしませんでしたが、先陣を切って踊り出した男子二人に続いて、沢山の生徒さんが参加し

ました。アクティビティの後、研修に取り組む姿勢について話をしました。というのも、MIT のキャンパス

ツアーでは、発言を全くしない・写真ばかりを撮影している・という態度が目立ちました。もちろんしっかり

と取り組んでいる生徒さんもおりますが、６割くらいの生徒さんは、何となく皆に付いて行っているだけ。ゲ

ストに話しかけない、質疑応答にも参加しません。本気でこの研修に取り組んでいるのか、日本に帰ってから

後悔しないように行動しているのかを問いかけました。今夜のミーティングは現状把握の第一歩でしかありま

せん。明日からの生徒さんの動きが変わること、私も引き続き尽力して参ります。 

以上、本日のご報告とさせて頂きます。 



まずは MIT とご自身の自己紹介         ドームの前で 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真の交換に大興奮！              質問中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パーティーではアイスもありました。 

 

 

 

 

 

 

 


